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Abstract

A fossil pearl attached on the inner surface of a right valve of Crenomytilus grayanus 
(Mollusca: Bivalvia: Mytilidae) is recorded from the lower Miocene Akeyo Formation 
of the Mizunami Group of Gifu Prefecture, central Japan. This represents the third 
record for the pearl from the Mizunami Group.
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はじめに

日本産真珠化石は，瑞浪層群をはじめ新第三紀以降の
地層より産出が知られている（Itoigawa et al., 1981；柄
沢，1983；奥村ほか，1985；柄沢・糸魚川，1993；奥村・
柄沢 , 1994；伊左治・加藤，2011；柄沢ほか，2013など）．
日本産真珠化石の中では，Barbatia minoensisと
Solecurtus divaricatusに付着した状態の “貝付き真珠 ”
が報告されており（Itoigawa et al., 1981；柄沢ほか，
2013），Crassostrea gravitestaの殻内面から産出した単
体の真珠化石（奥村ほか，1985；柄沢・糸魚川，1993）
と合わせると 4例が母貝とともに産出した例である．
瑞浪北中学校敷地造成工事現場からは，Crenomytilus 

grayanusの密集化石が発見され（安藤，2018；安藤・
糸魚川，2018），その後の標本整理の過程で C. grayanus
に付着する “貝付き真珠 ”が発見された．C. grayanus
から発見された真珠化石については，奥村・柄沢（1993）
が岩村層群から採取された真珠化石の母貝がMytilus 
coruscus（＝ C. grayanus：Kurihara & Ohta (2018) に
よる）であると推定しているが，C. grayanusの内殻に

付着した状態で真珠化石が発見されるのは初である．本
稿では，産状を図示するとともに，その特徴を記録し，
今後の資料としたい．なお，標本は瑞浪市化石博物館に
収蔵される．

産地

真珠化石の産地および，産出層準は，安藤・糸魚川
（2018）で述べられた瑞浪層群明世層山野内部層中のエ
ゾイガイ密集部である．工事現場内の瑞浪層群について
は安藤（2018）で詳しく述べられている．なお，笹尾ほ
か（2018）による明世層中のジルコンのU-Pb年代およ
び FT年代によれば，明世層山野内部層の堆積時期は約
18 Maである． 

 
真珠化石の特徴

産出した真珠（MFM16023）は，2016年 11月 18
日に採取された Crenomytilus grayanusに付着してい
た．現地では識別できなかったが，その後の標本整理
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図 1. Crenomytilus grayanusと付着する真珠化石．1. Crenomytilus grayanus, MFM16002. 赤枠はMFM16023と推定される部位．2–5. 真
珠化石とその母貝C. grayanus，MFM16023．2, C. grayanusの殻表；3, C. grayanusの内面，赤および青矢印は，図 1.7と図 1.8の撮影
位置と方向；4, 左側面；5，右側面．6–8. 真珠化石．6, 上面から撮影 ; 7，青矢印より撮影；8，赤矢印より撮影．1のスケールは 3.0 cm，
2–5のスケールは 1.0 cm，6–8のスケールは 1.0 mm．  

Fig. 1. Crenomytilus grayanus and fossil pearl. 1. Crenomytilus grayanus, MFM16002. The red rectangle shows the area including 
MFM16023. 2–5. Pearl associated with Crenomytilus grayanus, MFM16023. 2, outer view; 3, inner view, red and blue arrows indicate 
photographing position and direction of each photograph in Fig. 1.7 and Fig. 1.8; 4, left lateral view; 5, right lateral view. 6–8. Fossil pearl. 6, 
top view; 7, lateral view; 8, lateral view. Scale bar 1 represents 3.0 cm. Scale bars 2–5 represent 1.0 cm and 6–8 represent 1.0 mm.
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図 2. 真珠化石，電子顕微鏡画像 . 1，正面；2，側面；3，4，内層の剥離面（Fig. 2.2aの部分）；5，内層の剥離面（Fig. 2.2bの部分）；6，内
層の表面（Fig. 2.2cの部分）．1と 2のスケールは 1.0 mm，3, 5, 6のスケールは 10.0 μm，4のスケールは 5.0 μm.

Fig. 2. Fossil Pearl photographed by SEM (SU6600). 1, top view; 2, lateral view; 3, 4, weathering surface of the inner shell layer in 
Fig. 2.2a; 5, weathering surface of the inner shell layer in Fig. 2.2b; 6, surface of the inner shell layer in Fig. 2.2c. Scale bars 1 and 
2 represent 1.0 mm. Scale bars 3, 5, 6 represent 10.0 μm. Scale bar 4 represents 5.0 μm.
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の際に破片の中から珠が付着した状態の標本が発見され
た．真珠は，Crenomytilus grayanusの内殻層表面に付着
している．真珠が付着した殻は，殻表の縦肋の状態から右
殻の腹縁（Fig. 1.1の赤枠付近）に相当する．真珠化石は，
内側の周縁付近に付着しているが（Figs. 1.2, 1.3），内面に
対して斜めに突出しており（Figs. 1.4, 1.5），基部は山型に
盛り上がっている（Figs. 1.6, 1.7）．標本の表面色は乳白色
を呈し，鈍い光沢を放つ．標本はいびつな長球形であり，
長径 2.71 mm，短径 1.74 mm，高さ 1.16 mmである．
真珠化石の表層の一部は玉ねぎ状に剥離しており

（Figs, 1.6–1.8, Figs. 2.1, 2.2），電子顕微鏡（日立ハイテ
クノロジー社製電界放出型走査電子顕微鏡 SU6600）で
の断面の微細構造の観察では，多くの薄板が階段状に積
み重なった層状の構造が観察される（Figs. 2.3–2.6）．こ
のような構造は，Itoigawa et al. (1981)，奥村ほか（1985），
伊左治・加藤（2011）が図示した構造と良く似ており，
Carter (1990) の規則的葉状構造または交差葉状構造に
相当すると考えられる．
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